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決
算
が
認
定
！

№82

山江村議会だより

豊岡 龍飛くん 令和３年７月２０日生
とよおか りゅうひ

元気に生まれてきてくれてありがとう。
龍飛はみんなのかわいい宝です。昇龍
お兄ちゃんに負けないぐらい、元気いっ
ぱいに育ってほしいです。（８区）

令和3年10月31日発行
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過去最大級の決算となる！

項　目

主な名称の説明
説　明 決算額

義務教育や道路整備など特定の費用の一部として、国や県

から支給されるもの。使い道が決まっている。

19億8,702万

2億511万

3億980万

　令和３年第７回定例会が９月７日から１４日までの８日間の会期で開かれ、その中で令和２年度
一般会計及び特別会計の認定がなされました。
　昨年度は７月豪雨災害とコロナウイルス対策と過去に見ない経験をし、歳入歳出においても異例
の決算となりました。一般会計のみのグラフがこちらです。

それぞれの市町村の財政格差を小さくするため、国から支

給されるもの。使い道は自由。
地方交付税

繰 入 金

村 債

国庫支出金

県 支 出 金

国からの借入金。

基金（いわゆる預金）等を一部取り崩し、繰り入れるもの。

(国)13億5,218万

(県)  2億2,934万

その他
7%

繰入金
4%

村税
5%

県支出金
5%

村債
6%

繰越金
6%

国庫支出金
27%

地方交付税
40%

総額49億5,191万円

歳　入
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4億7,694万円

2億1,196万円

1億7,356万円

4億6,103万円

3,888万円

6,829万円

4億3,909万円

2億946万円

1億6,562万円

4億1,627万円

3,737万円

6,065万円

3,785万円

250万円

794万円

4,476万円

151万円

764万円

会　　　計 差　引　額歳　　　入 歳　　　出

国民健康保険事業

簡 易 水 道 事 業

農業集落排水事業

介 護 保 険 事 業

後期高齢者医療事業

ケーブルテレビ事業

公債費・・・国から借入した分の元利返済

　グラフを見るとわかる通り、歳入では上位２項目の地方交付税、国庫支出金で全体の約７割
を占めています。いずれも国から支給されるもので、令和２年度においては、新型コロナウイ
ルス対策にかかる交付金や７月豪雨災害に係る災害復旧費補助金等が例年には無い増加分でし
た。それに伴い、歳出においても災害復旧費、特別定額給付金等を支出した総務費、民生費等
が上位を占めています。歳入から歳出を差し引くと 6 億 3,698 万円（形式収支額といいます。）
となりまして、それから翌年度へ繰り越すべき財源（繰越明許）が 2,308 万円ありましたので、
それを差し引いた金額 6億 1,390 万円（実質収支といいます。）が令和２年度決算となりました。
　尚、特別会計の収支については以下の通りです。

議会費
1%

商工費
3%消防費

3%

農林水産業費
7%

土木費
7%

公債費
8%

教育費
8%

衛生費
10% 災害復旧費

11%

民生費
16%

総務費
26%

歳　出

総額43億1,493万円
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水田共同電気柵

　

本
村
の
農
業
後
継
者
、
担
い

手
の
育
成
対
策
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
考
え
を
も
っ
て
お
ら
れ

る
か

　

ま
ず
、
農
業
の
現
状
と
し
て

昨
年
実
施
さ
れ
た
農
林
業
セ
ン

サ
ス
で
は
、
本
村
の
農
家
戸
数

は
、２
３
９
戸
と
な
っ
て
お
り
、

経
営
主
の
状
況
で
は
65
歳
以
下

が
86
戸
、
36
％
、
65
歳
以
上
が

１
５
３
戸
、
64
％
と
な
っ
て
お

り
、
後
継
者
を
確
保
し
て
い
る

経
営
主
は
45
戸
で
19
％
、
確
保

し
て
い
な
い
、
経
営
を
引
き
継

が
ず
辞
め
る
と
回
答
さ
れ
た
経

営
主
は
１
９
４
戸
81
％
と
な
っ

て
い
る
。
後
継
者
、
担
い
手
の

確
保
対
策
は
、
農
林
業
が
基
幹

産
業
で
あ
る
本
村
は
も
と
よ

り
、多
く
の
農
村
自
治
体
で
も
、

長
年
の
懸
念
事
項
で
あ
り
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
本
村
で
は

若
い
人
の
新
規
就
農
も
出
始
め

て
お
り
、
就
農
の
相
談
も
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。
外
部
人
材
の
活

用
、
移
住
定
住
施
策
と
併
せ
た

就
農
の
斡
旋
、
ま
た
就
農
支
援

と
し
ま
し
て
は
認
定
農
業
者
に

対
し
ま
し
て
、
農
地
流
動
化
の

助
成
、
機
械
導
入
、
施
設
整

備
な
ど
の
助
成
制
度
な
ど
活

用
し
後
継
者
対
策
を
推
進
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

有
害
鳥
獣
被
害
の
状
況
と

電
気
柵
の
共
同
利
用
の
維
持

管
理
に
つ
い
て

　

昨
年
度
の
本
村
有
害
鳥
獣

捕
獲
頭
数
は
、
鹿
７
３
７
頭
、

猪
２
５
１
頭
、
穴
熊
80
頭
、

カ
ラ
ス
７
羽
と
な
っ
て
い
る
。

被
害
状
況
に
つ
い
て
は
、
令

和
２
年
度
で
面
積
が
３
．
１

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
被
害
額
が
１

０
９
万
円
と
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
は
農
家
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
数
値
で
あ
る
。
防
護
柵
等

に
つ
い
て
は
防
護
ネ
ッ
ト
、

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
、
電

気
柵
等
の
設
置
を
国
の
補
助

を
活
用
し
て
進
め
て
い
る
。

対
象
が
３
戸
以
上
の
農
家
の

方
の
申
請
と
な
っ
て
い
る
が
、

隣
地
が
な
い
場
合
は
、
１
戸

で
も
受
け
付
け
て
い
る
が
概

ね
３
戸
以
上
と
い
う
事
で
役

場
の
方
は
受
け
付
け
て
い
る
。

共
同
利
用
に
つ
い
て
は
、
畦

畔
等
の
除
草
作
業
が
さ
れ
な

い
場
合
、
漏
電
等
が
あ
り
被

害
を
被
る
の
で
適
切
な
管
理

を
お
願
い
し
た
い
。
広
報
誌

や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
等
で
も

呼
び
か
け
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

村政を問う！　一般質問
※一般質問の内容は質問した議員の責任により議員の原稿のまま掲載しています。

農業後継者担い手育成の
　　　　　　　対策について
有害鳥獣被害の状況と電気柵の
共同利用の維持管理について

答
産
業
振
興
課
長

答
産
業
振
興
課
長

問

問

中村　龍喜 議員
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村政を問う！　一般質問

西　孝恒 議員

　

本
村
に
於
け
る
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
率
や
交
付

状
況
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
安
全
性

等
に
つ
い
て
。

　

交
付
状
況
に
つ
い
て
は
、
直

近
の
令
和
３
年
７
月
末
で
１
，

２
３
６
枚
交
付
率
３
５
．
９
％

と
な
っ
て
い
て
県
内
で
も
10
位

の
位
置
に
あ
る
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
に
は
偽
造
防
止
の

た
め
、
様
々
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
が
施
さ
れ
て
い
る
。
発
効

日
か
ら
申
請
者
の
10
回
目
の
誕

生
日
、
二
十
歳
未
満
の
方
は
５

回
目
の
誕
生
日
で
有
効
期
間
を

迎
え
る
。

　

現
時
点
で
受
け
ら
れ
る
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
便
性
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
や
今
後
本
村
独

自
の
取
り
組
み
に
よ
る
住
民

サ
ー
ビ
ス
提
供
等
、
新
た
な
利

活
用
の
考
え
は
。

　

村
民
の
方
に
と
っ
て
は
、
行

政
で
の
手
続
き
に
お
い
て
添
付

が
必
要
と
さ
れ
る
住
民
票
や
課

税
証
明
な
ど
の
書
類
が
省
略
で

き
る
。
行
政
側
で
は
、
各
行
政

機
関
の
間
で
情
報
が
連
携
さ
れ

事
務
の
効
率
化
が
図
ら
れ
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
を
行
う
に
は

そ
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
必

要
か
ら
今
の
と
こ
ろ
行
っ
て
い

な
い
。
国
の
動
向
を
注
視
し
効

率
的
な
活
用
を
検
討
し
て
行
き

た
い
。

　

本
村
独
自
の
新
た
な
サ
ー
ビ

ス
や
利
活
用
に
つ
い
て
は
、

ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
の
調
達
な
ど
新

た
な
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
必

要
が
あ
り
、
様
々
な
維
持
管
理

費
に
多
額
の
費
用
が
発
生
す
る

見
込
み
で
あ
り
、
現
時
点
で
の

導
入
は
難
し
い
と
考
え
る
。
し

か
し
国
の
制
度
に
対
し
て
費
用

対
効
果
な
ど
財
政
措
置
等
も
含

め
取
り
組
み
を
検
討
し
て
行
き

た
い
と
考
え
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
対
策
の
一
貫
と
し

て
も
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
急

務
と
い
わ
れ
推
進
さ
れ
る
な
か

で
、
本
村
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル

化
推
進
の
現
状
に
つ
い
て
。 

　

山
江
村
の
デ
ジ
タ
ル
化
で

は
、
い
ち
早
く
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活

用
を
各
分
野
で
進
め
て
き
て

い
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
デ
ジ
タ
ル
化
を

進
め
る
上
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
の
普
及
は
欠
か
せ
な
い
も

の
で
あ
り
、
そ
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
は
現
在
役

場
窓
口
の
ほ
か
に
個
人
の
携
帯

電
話
か
ら
で
も
申
請
可
能
と

な
っ
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
対
応
と
し
て
も
テ

レ
ワ
ー
ク
や
分
散
業
務
の
実

践
、
こ
れ
ま
で
現
地
で
の
説
明

会
や
会
議
等
は
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
。
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
応
も
現
行
の
シ

ス
テ
ム
で
は
、
随
時
対
応
し
て

い
る
が
、
国
が
示
す
自
治
体
情

報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
共
通
化

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
自
治
体
の

基
幹
シ
ス
テ
ム
の
オ
ン
ラ
イ
ン

接
続
な
ど
は
現
時
点
で
は
、
ま

だ
進
ん
で
い
な
い
が
今
後
計
画

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

マイナンバーカードの
　　　　　　普及促進状況は！
行政のデジタル化推進について

答
健
康
福
祉
課
長

答
健
康
福
祉
課
長

問

答
企
画
調
整
課
長

問

問
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コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
夏
休
み

を
短
縮
さ
れ
た
意
図
、
子
供
た

ち
を
守
る
た
め
の
学
校
現
場
で

の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。
コ
ロ

ナ
禍
に
あ
っ
て
夏
休
み
を
短
縮

さ
れ
た
意
図
、
子
供
た
ち
を
守

る
た
め
の
学
校
現
場
で
の
対
策

に
つ
い
て
伺
う
。

　

感
染
拡
大
に
よ
る
一
斉
休
校

等
の
不
測
事
態
へ
の
備
え
と
学

び
を
し
っ
か
り
と
保
障
す
る
た

め
に
短
縮
し
た
。毎
日
の
検
温
、

マ
ス
ク
着
用
、
３
密
回
避
、
換

気
等
の
感
染
対
策
、
感
染
者
が

出
た
場
合
、
休
校
措
置
、
分
散

投
稿
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
の
対

応
を
考
え
て
い
る
。

　

村
民
を
守
る
べ
き
行
政
、
役

場
職
員
か
ら
コ
ロ
ナ
感
染
者
が

出
た
こ
と
に
つ
い
て
村
長
の
見

解
を
伺
う
。

　

３
密
の
回
避
、
濃
厚
接
触
者

に
自
分
が
な
ら
な
い
、
自
分
が

感
染
者
に
な
ら
な
い
こ
と
を
お

願
い
し
て
き
た
が
、
非
常
に
残

念
な
結
果
で
あ
る
。

　

今
後
、
し
っ
か
り
と
感
染
症

対
策
を
役
場
も
含
め
て
、
村
民

の
方
々
に
も
ご
協
力
を
お
願
い

し
て
い
き
た
い
。

　

２
日
間
、
役
場
を
閉
庁
さ
れ

た
が
、村
民
へ
の
周
知
方
法
は
。

　

役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
て
周
知

し
、
来
庁
者
に
は
役
場
玄
関
の

看
板
で
お
知
ら
せ
し
た
。

　

医
療
災
害
と
も
い
え
る
緊
急

事
態
で
あ
り
、
防
災
無
線
で
村

民
へ
の
周
知
を
す
べ
き
で
あ
っ

た
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

今
後
は
緊
急
的
に
閉
庁
す
る

場
合
に
は
、
防
災
無
線
に
よ
る

周
知
も
検
討
し
た
い
。

　

長
き
に
わ
た
る
コ
ロ
ナ
禍

で
、
心
の
疲
れ
に
よ
る
健
康
状

態
や
暮
ら
し
の
状
況
が
心
配
さ

れ
る
。
一
段
ギ
ア
上
げ
て
の
見

守
り
は
で
き
な
い
か
。

　

日
常
生
活
の
暮
ら
し
に
健
康

不
安
が
な
い
か
、
民
生
委
員
や

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
力
員

に
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

下
払
・
大
平
地
区
に
通
じ
る

２
本
の
道
路
は
い
ず
れ
も
災

害
、
治
山
工
事
で
交
通
止
め
と

な
っ
て
い
る
。
時
間
帯
通
行
は

で
き
な
い
の
か
。

　

工
事
区
間
を
通
行
し
て
い
る

と
き
の
安
全
が
確
保
で
き
な
い

の
で
工
事
期
間
中
は
、
迂
回
路

と
な
る
下
払
椎
谷
線
を
利
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

防
災
無
線
で
の
放
送
、
周
知

方
法
で
あ
る
が
、
例
え
ば
合
戦

峯
物
産
販
売
所
の
朝
の
市
は
、

長
期
間
放
送
さ
れ
て
い
る
。
一

定
の
周
知
効
果
が
あ
れ
ば
、
区

切
り
も
大
切
で
あ
り
、
本
来
の

目
的
と
あ
り
方
に
つ
い
て
再
考

し
て
頂
き
た
い
。

　

合
戦
峯
物
産
販
売
所
管
理
組

合
か
ら
依
頼
が
あ
り
、
開
館
日

の
前
日
の
土
曜
日
、
当
日
の
朝

放
送
を
行
っ
て
い
る
。

　

民
間
の
季
節
従
業
員
募
集
チ

ラ
シ
が
回
覧
さ
れ
た
が
、
行
政

回
覧
は
、
行
政
に
係
る
情
報
を

広
く
村
民
に
情
報
伝
達
す
る
手

段
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

民
間
業
者
か
ら
依
頼
を
受
け
、

各
区
長
へ
配
布
し
た
。
依
頼
を

受
け
た
と
い
え
、
民
間
業
者
で

あ
る
の
で
、
今
後
は
慎
重
に
判

断
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。

新型コロナ感染など
「村民の声」を
しっかりと！

横谷　巡 議員

村政を問う！　一般質問

答
教
　
育
　
長

答
村
　
　
長

答
総
務
課
長

答
健
康
福
祉
課
長

答
総
務
課
長

答
建
設
課
長

答
企
画
調
整
課
長

答
総
務
課
長

問問 小
中
学
校
の
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
防
止
対
策
は

役
場
職
員
か
ら
感
染
者
が

出
た
こ
と
に
つ
い
て

問問 感
染
者
発
生
に
よ
る
役
場

の
閉
庁
に
つ
い
て

問 コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
独
居

高
齢
者
弱
者
の
見
守
り
は

問 防
災
無
線
の
放
送
、
周
知

の
あ
り
方
に
つ
い
て

問 民
間
業
者
の
行
政
回
覧
に

つ
い
て

問 村
道
の
時
間
帯
通
行
に

つ
い
て
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森田　俊介 議員

特用林産物振興協議会の
　　　　　　　　検証について
（株）やまえ温泉と物産館加工
　　　　　　　　施設について

村政を問う！　一般質問

１
特
用
林
産
物
振
興
協
議
会
で

行
っ
た
竹
林
の
有
害
鳥
獣
柵
く

ろ
わ
ら
地
区
の
現
在
の
管
理
に

つ
い
て

２
今
後
の
竹
林
整
備
と
タ
ケ
ノ

コ
生
産
や
特
用
林
産
物
の
生
産

計
画
に
つ
い
て
維
持
管
理
、
村

所
有
者

３
交
付
金
に
よ
っ
て
加
工
品
で

あ
る
ご
飯
の
友
の
販
売
拡
大
戦

略
に
つ
い
て

　

所
有
者
の
方
で
管
理
・
指
導

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　

タ
ケ
ノ
コ
の
収
穫
は
な
い

し
、
整
備
も
で
き
て
い
な
い
。

　
「
四
季
の
山
江
便
」
と
し
て

発
送

　

全
商
品
、
山
江
村
の
産
物
と

い
う
事
で
良
い
の
か
？

　

山
江
村
の
方
が
生
産
さ
れ
た

農
産
物
、
林
産
物
を
持
ち
込
ん

で
い
る
と
理
解
し
て
い
る
。

　

や
ま
え
堂
に
委
託
さ
れ
た
業

務
契
約
内
容
に
つ
い
て

　

福
岡
の
コ
ン
サ
ル
委
託
会
社

の
方
で
協
議
決
定
し
て
い
る
。

　
（
株
）
や
ま
え
の
温
泉
、
加

工
施
設
に
つ
い
て
、
施
設
内
外

の
実
化
運
動
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

掃
除
修
理
に
つ
い
て

　

定
期
的
に
休
館
日
を
利
用
し

て
職
員
等
で
行
っ
て
い
る
。
改

修
工
事
に
つ
い
て
は
議
会
に
て

予
算
を
認
め
て
い
た
だ
き
な
が

ら
行
っ
て
い
る
。

　

蔦
が
巻
い
た
り
選
定
は
し

て
な
い
し
、
全
然
荒
れ
放
題

の
状
況
と
見
受
け
ら
れ
た
。

　

物
産
館
の
栗
ま
ん
じ
ゅ
う

と
ペ
ー
ス
ト
工
場
に
つ
い
て
、

製
造
に
係
っ
た
４
名
な
い
し

５
名
の
退
社
で
支
障
は
な

か
っ
た
の
か
。

　

現
在
６
名
が
就
職
し
問
題
は

無
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

栗
ま
ん
じ
ゅ
う
の
不
良
品
で

ク
レ
ー
ム
が
あ
っ
た
と
聞
い
て

い
る
が
、
取
引
先
も
減
少
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

そ
こ
は
確
認
を
し
て
い
な

い
。
現
在
は
支
障
な
く
運
営
を

し
て
い
る
。

　

本
年
度
の
栗
の
買
い
付
け
と

加
工
品
の
生
産
目
標
は
。

　

剥
き
栗
５
ト
ン
、
生
栗
１
４

ト
ン
、
栗
饅
頭
約
２
２
万
５
千

個
、
び
っ
栗
だ
ん
ご
１
８
万
３

千
個
を
目
標

　

現
在
新
聞
社
等
が
記
載
し

て
、
民
間
一
企
業
の
Ｐ
Ｒ
に
見

え
る
が
、
物
産
館
の
Ｐ
Ｒ
は
ど

の
よ
う
な
考
え
か
。
令
和
３
年

度
の
経
営
計
画
と
対
応
の
説
明

を
お
願
い
し
た
い
。
月
１
回
の

取
締
役
会
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

全
議
員
が
納
得
す
る
説
明
を
お

願
い
し
た
い
。

　

10
月
の
全
員
協
議
会
の
方

で
報
告
す
る
こ
と
を
お
約
束

す
る
。

答
産
業
振
興
課
長

答
産
業
振
興
課
長

答
産
業
振
興
課
長

答
産
業
振
興
課
長

答
企
画
調
整
課
長

答
企
画
調
整
課
長

答
企
画
調
整
課
長

答
企
画
調
整
課
長

答
村
　
　
長

問

問

問

問

問

問問

問 問
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植樹の様子（過去の写真より）

村政を問う！　一般質問

　

森
林
を
守
り
、
林
業
振
興
を

図
る
た
め
、
人
工
林
の
計
画
的

な
整
備
の
推
進
に
つ
い
て
の
考

え
は
、

　

人
工
林
の
間
伐
、下
刈
り
は
、

私
有
林
・
村
有
林
を
集
約
し
た

団
地
ご
と
に
森
林
経
営
計
画

（
５
年
計
画
）
を
策
定
し
、
国
・

県
の
補
助
金
を
活
用
し
、
計
画

的
な
手
入
れ
を
し
て
い
る
。
計

画
を
策
定
し
て
い
な
い
団
地
で

は
、
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用

も
視
野
に
入
れ
た
管
理
を
推
奨

で
き
る
よ
う
な
整
備
を
進
め
て

い
る
。

　

森
林
環
境
を
守
り
、
国
土
保

全
の
た
め
に
伐
採
ル
ー
ル
が
必

要
で
あ
る
。
実
現
に
向
け
、国
・

県
へ
の
要
望
を
す
る
考
え
は
、

　

現
在
、人
吉
球
磨
に
お
い
て
、

ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
を
平
成
31
年
３

月
に
策
定
し
て
い
る
。（
伐
採
・

搬
出
・
施
工
後
の
現
場
整
理
、

安
全
作
業
な
ど
）
ま
た
、
定
期

的
に
パ
ト
ロ
ー
ル
も
実
施
し
て

い
る
。（
事
業
体
・
県
・
市
町

村
の
合
同
で
）
伐
採
届
け
等
の

提
出
時
に
注
意
喚
起
を
呼
び
か

け
て
お
り
、
国
・
県
へ
の
ル
ー

ル
作
り
等
の
要
望
は
考
え
て
い

な
い
。

　

国
土
保
全
・
水
源
涵
養
・
地

球
温
暖
化
な
ど
、
多
面
的
機
能

を
持
つ
森
林
、
自
然
林
を
積
極

的
に
購
入
し
、
森
林
保
全
を
守

る
考
え
は

　

そ
の
目
的
、
財
源
の
確
保

な
ど
課
題
も
多
く
、
購
入
を

勧
め
る
と
い
う
回
答
は
で
き

な
い
が
、
森
林
環
境
譲
与
税

の
活
用
が
で
き
な
い
か
検
討

中
で
あ
る
。

　

作
業
道
の
復
旧
の
見
通
し
に

つ
い
て

　

作
業
道
に
通
じ
る
林
道
の
災

害
復
旧
が
進
ん
で
か
ら
と
な

る
。
現
段
階
で
、
１
年
後
、
２

年
後
に
は
と
い
う
回
答
は
で
き

な
い
。

荒廃した森林の整備について
章鹿倉・万江保育園の施設民営化
　　　　　　　　　　　　について
避難所について
復興むらづくり推進について

答
産
業
振
興
課
長

答
産
業
振
興
課
長

答
産
業
振
興
課
長

答
産
業
振
興
課
長

問

問

問

問

立道　徹 議員
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更
地
と
な
っ
た
村
営 

城
内

団
地
跡
地

久保山　直巳 議員

村政を問う！　一般質問

　

生
活
地
域
が
被
災
さ
れ
、

仮
設
住
宅
で
の
生
活
を
さ
れ

て
い
る
。

　

生
活
再
建
す
る
上
で
も
、
地

域
の
最
新
の
復
旧
見
通
し
を
知

り
た
い
と
思
っ
て
お
ら
れ
る
の

で
は
な
い
か
？
入
居
さ
れ
て

い
る
被
災
地
域
の
復
旧
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺
う
。

　

14
区
淡
島
地
区
に
つ
い
て
は

県
道
か
さ
上
げ
、
村
道
橋
の
架

け
替
え
を
令
和
３
年
度
か
ら
令

和
５
年
度
の
３
ヵ
年
で
の
復
旧

工
事
を
進
め
る
。

　

15
区
尾
寄
崎
地
区
、
宇
那
川

や
弥
七
橋
周
辺
の
工
事
は
令
和

５
年
度
ま
で
か
か
る
見
込
み
。

　

16
区
大
川
内
地
区
、
合
子
俣

地
区
に
つ
い
て
は
、
大
川
内
地

区
の
水
道
施
設
を
今
年
度
中
に

復
旧
、
水
無
出
口
か
ら
山
口
地

区
、
熊
の
原
地
区
の
県
道
工
事

（
熊
本
県
）
は
令
和
５
年
度
ま

で
の
完
了
を
目
指
し
て
い
る
と

の
情
報
で
あ
る
。

　

８
月
11
日
に
村
営
住
宅
、
城

内
団
地
の
仮
設
住
宅
入
居
者
へ

の
再
建
築
の
方
向
性
の
説
明
さ

れ
た
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ
の

内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

　

８
月
11
日
に
２
回
目
の
意
見

交
換
を
行
っ
て
い
る
、
現
在
の

建
設
地
の
安
全
度
や
対
策
に
つ

い
て
説
明
を
行
っ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
再
建
場

所
と
し
て
、
ほ
か
の
土
地
を
含

め
て
検
討
し
て
ほ
し
い
」
な
ど

の
意
見
を
伺
っ
て
い
る
。

　

村
と
し
て
は
、
引
き
続
き
、

建
設
地
の
検
討
を
し
な
が
ら
、

令
和
４
年
度
末
ま
で
の
再
建

が
で
き
る
よ
う
計
画
を
進
め

て
い
く
。

　

全
員
協
議
会
の
中
で
建
設
課

長
か
ら
年
内
が
工
事
発
注
の
山

場
と
あ
っ
た
が
、
入
札
不
調
、

不
落
、
業
者
の
諸
事
情
に
よ
る

入
札
不
参
加
に
つ
い
て
の
対
策

は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
。

　

９
月
３
日
に
山
江
村
で
行
わ

れ
た
入
札
会
で
は
不
調
に
な
っ

た
案
件
も
あ
っ
た
、
今
後
も
県

の
発
注
状
況
を
注
視
し
な
が

ら
、
早
期
復
旧
に
向
け
て
発

注
の
再
調
整
が
必
要
と
思
っ

て
い
る
。

災害発生から１年、
　　地域復旧スケジュール状況は！
災害仮設住宅の入居者への、
生活再建に向けた最新情報提供を！

災
害
地
域
の
現
況
に
つ
い
て

（
仮
設
住
宅
入
居
さ
れ
て
い
る
地
域
）

問

問

問

答
建
設
課
長

答
建
設
課
長

答
建
設
課
長
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令和３年第６回山江村議会臨時会

専決処分事項の承認を求めることについて

令和３年度山江村一般会計補正予算（第４号）

公共工事請負変更契約の締結について

承認第１２号

議案第４１号

　令和３年８月２５日、令和３年第６回山江村議会臨時会が開催され、以下の２議案が
可決されました。

　補正予算については、災害復旧に係る経費２００万円を追加するものでありました。
　公共工事請負変更契約の締結については、７月の臨時会にて否決された宇那川河川災
害復旧工事の変更契約の締結に関するものでした。主な質疑はこちらです。

〇７月提案された時より１千２００万程の減額となっているがその要因は？
〇公共工事の変更金額は、発注金額の２０～３０％が標準と言われているが、今
　回の割合は？
〇仮に分割発注した場合には村の持ち出し金額は？

赤坂議員

質　疑

〇熊本県発注の工事にて土砂を利用することになり、仮置き場への再搬出が可能
　になった。そのため運搬費の削減につながったのが要因。
〇約４１％
〇現在この事業は国からの補助１００％で実施しているが、分割した場合は１千
　２００万円超が補助対象外となり、村の持ち出しとなる。

建設課長

答　弁

〇そもそも当初発注時における、現場の実情を踏まえた適切な積み上げに要因が
　あるのではないか、設計書の積算について問う。

横谷議員

質　疑

〇発注当初は尾寄崎地区３か所で賄う計画であったが、そこの正確な受入れ土量
　までは把握できていなかった、その点が見通せなかった。

建設課長

答　弁
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令和３年第７回山江村議会定例会

令和２年度一般会計決算の認定

　令和３年９月７日から１４日までの８日間、令和３年第７回山江村議会定例会が開催
され、議員発議２件、条例改正２件、決算認定７件、補正予算７件、工事請負契約２件
が可決されました。（追加日程分含む。）主な質疑はこちらです。

〇実質収支比率、実質収支額の増加の
　要因は？

本田議員

質　疑

〇災害対応、コロナ禍における事業費
　の増が要因。

総務課長

答　弁

令和３年度一般会計補正予算（第５号）

〇災害アーカイブ推進委託料について
久保山議員

質　疑

〇豪雨災害時の記録史作成
企画調整課長

答　弁

〇ふるさと応援寄附金謝礼について
赤坂議員

質　疑

〇今回の補正は令和３年３月分の追加
企画調整課長

答　弁

〇予備費の使途について
本田議員

質　疑

〇臨時的に備え、財政運営対応として
総務課長

答　弁

〇温泉センター管路部分の里道払下げ
　について
〇淡島参道と県道復旧の概要

横谷議員

質　疑

〇所有者の希望があれば、払下げ可能

〇５年度を計画、県道との接続が３ｍ
　上昇

村　長

建設課長

答　弁

〇寄贈される石倉の計画について
森田議員

質　疑

〇今年度に活用計画書策定
教育課長

答　弁
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だんだんなぁ

　
九
月
定
例
議
会
で
は
、
令
和
二
年
度
決
算
の
認
定

が
提
案
さ
れ
、
昨
年
は
七
月
豪
雨
と
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
な
ど
過
去
に
例
の
な
い
年
で
あ
り
、
歳
入
歳

出
に
お
い
て
も
異
例
の
決
算
と
な
り
ま
し
た
。
歳
入

で
は
、
村
税
の
徴
収
が
よ
く
な
さ
れ
て
い
る
か
、
補

助
金
は
確
保
さ
れ
て
い
る
か
、
そ
の
他
収
入
確
保
の

努
力
は
十
分
で
あ
っ
た
か
な
ど
、
一
方
歳
出
で
は
、

支
出
が
適
法
適
正
に
な
さ
れ
て
い
る
か
、
不
用
額
は

妥
当
で
あ
る
か
、
予
算
の
流
用
が
適
正
に
な
さ
れ
て

い
る
か
な
ど
を
審
議
審
査
し
て
議
決
し
ま
し
た
。

　
議
会
に
提
案
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
は
、「
質
疑
」

「
討
論
」「
表
決
」
と
進
行
し
ま
す
が
、「
質
疑
す
る
」

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
紹
介
い
た
し
ま
す
が
、「
議

員
必
携
」
で
は
、
質
疑
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ

の
議
案
の
目
的
内
容
を
十
分
た
だ
し
、
そ
の
上
で
、

自
分
の
賛
成
反
対
の
意
見
を
決
め
る
も
の
で
あ
っ

て
、
現
に
議
題
に
な
っ
て
い
る
事
件
に
対
し
て
そ
の

疑
問
点
を
質
す
も
の
で
あ
っ
て
、
一
般
質
問
と
違
っ

て
、
自
分
の
意
見
を
述
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
た
だ
し
、
自
己
の
見
解
を
述
べ

な
い
と
質
疑
の
意
味
を
な
さ
な
い
よ
う
な
も
の
ま
で

禁
止
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
基
本
的
に
は
自
分
の
意
見
を
述
べ
る
こ
と
は
で

き
な
い
と
い
う
制
約
が
あ
り
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
文
責
　
赤
坂
　
修
）

委 

員 

長
／
赤
　
坂
　
　
修

委 

　 

員
／
久
保
山
　
直
巳

本
　
田
　
り
か

 

中
　
村
　
龍
喜

【
山
江
村
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
】

9 月議会定例会の最終日に、追加発議として、特別委員会設置が可決されました。
村が保有する施設の今後を見据え、議会目線の検証や課題を取りまとめ、村執行部へ提案し
ていくことを目的としています。

　１０月６日熊本県町村議会議長会主催による議員研修
がオンラインで開催され、流通経済大学教授の龍崎孝氏に
よる講演を受けました。

山
江
議
会
だ
よ
り
「
ま
る
お
か
」　
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令和３年第８回山江村議会臨時会
　令和３年９月３０日、令和３年第８回山江村議会臨時会が開催され、１議案が可決され、内容は宇
那川河川災害復旧工事の変更契約についてでした。質疑はありませんでした。

「議員活動の１コマ」

公共施設の在り方に関する調査特別委員会が設置されました。


